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【地域活動・交流】 

●小学校と連携して福祉教育を行い、次世代ボランティアの

育成を図っています。小学生が高齢者と交流し、自ら気付

きを得る機会となっており、多世代交流、次世代の担い手

育成につながることを期待しています。 

●ケアプラザ通信の配架や「見守り協力事業者」事業を通し

て事業主の方とのコミュニケーションを取り、更なる顔の

見える関係づくりに積極的に取組みました。事業者からも

「ケアプラザに気軽に連絡するようになった」など、連携

の輪が広がっています。 

●代表者の交代する中、３多クロス・ステーションと学校と

の連携支援、新代表者の後ろ支えなど、丁寧な対応により

活動の継続につながっています。 

 

（生活支援） 

●地域の担い手不足に対し、先を見据え次の世代の担い手確 

保に努めています。 

●過去の協議体を踏まえ、相談窓口にとどまらない新たな福

祉ネットワークをスタートさせることができました。 

●地域課題の解決に向け、今後も地域との関わりを大切にし

ながら５職種連携して取組んでください。 

 

【地域包括支援センター】 

●連合自治会や民児協定例会に出席のほか、出張講座や出張

相談など積極的に地域に出向き、早目に問題を把握し、適

切に支援を行いました。また、企業やＵＲのエリアマネー

ジャー、管理人などとネットワークを広げ、支援につなが

りやすい体制をつくりました。 

●成年後見制度の周知を図り、タイムリーに制度につなげる

支援をしています。また、虐待が疑われるケースについて

は、早期に実態把握を行い、区や関係機関と連携し適確に

対応しました。 

●地域で認知症に対する正しい理解を広げる取組を積極的

に行いました。また、当事者や家族を支える取組も行って

います。スリーＡボランティア講座ではボランティアの意

識向上などが図れました。 

●協力医の協力で、地域住民にとって医療・介護が身近なも

のとなっています。その他の医療機関とも密に連携しなが

ら介護との連携強化に向け随所に工夫しています。また、

同一法人の強みを活かし、区の中核病院である南部病院と

ケアマネジャーとの連携を支援しました。 

 

 


